
１．はじめに

近年、郊外住宅地は、少子高齢化に伴う人口減少や地

域コミュニティの担い手不足など、様々な課題を有する。

そのような状況においては、他地域からの転入促進を図

るだけではなく、地域への愛着を育む取組みを通じて、

定住意識の醸成を図ることが重要だと考えられる。

横浜市は、環境未来都市の取組みの一環として郊外住

宅地において「持続可能な住宅地モデルプロジェクト」

を推進している。そこでは、鉄道事業者や開発事業者な

どの民間の力を活用するとともに、大学等と連携し、持

続可能な郊外住宅地の再生が目指されている。そして、

横浜市と神奈川大学は「十日市場駅勢圏域におけるまち

づくりの推進に係る協定」を 2017 年 2 月に締結した。 
これに基づき筆者らは、地域への愛着を育む活動とし

て、十日市場町、霧が丘、若葉台の 3 地区にて地域資源

の発掘と発信に関する取組みを行うとともに、住民意識

に関するアンケート調査を実施した(1)。

地域資源と地域への愛着に関する先行研究は、崔ら 1)

 
 

による施設評価と地域への愛着の関係に関する研究や、

鈴木ら 2)による移動による風土接触量と地域への愛着に

関する研究がある。しかし、郊外住宅地の持続可能性か

ら地域資源及び地域への愛着を論じた研究は多くない。

そこで本稿は、持続可能な郊外住宅地の実現に向けて

実施した、地域資源の発掘と発信に関する実践的取組み

について報告するとともに、得られた傾向より地域への

愛着を育む取組みの可能性について検討することを目的

とする。 

なお、ここでいう地域資源は、まず歴史的名勝や公園

など客観的または公的に認識されるものが挙げられる。

一方、本取組みでは、個人が地域に対して愛着や親しみ

を覚える場所に関しても地域資源と捉えることとする。 

２．十日市場駅と駅勢圏域の概要

十日市場駅は、横浜市緑区に位置する JR 横浜線の駅

である。周辺には、地区センターや図書館、地域ケアプ

ラザ等の公共施設が立地している。戦後、十日市場町に
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最後にいずれの地域でも高齢者層は,福祉関係の活動

と他の活動の組み合わせが地域愛着と強く関連する傾向

にある.壮年世代や高齢者層では,このような自己実現に

関する活動を中心に地域と関わるほうが Positiveな地域

愛着に繋がりやすい.一方,地域と関わるチャンネルが少

ないとみられるプレリタイア層などでは,自治会が地域

愛着を維持する機能として存在し,それが他の活動と組

み合わさることで地域愛着が醸成され得るとの仮説が得

られた.
５－２．知見を踏まえた提案

今後は,若い世代や新しく流入してきた居住者を中心

に,地域活動への参加のみでなく,地域内施設をより利用

してもらえる工夫が必要となる.郊外住宅地では,専用住

宅地から用途混在への転換が議論されているが,こうし

た地域内施設の増加や多様化は,これら地域愛着醸成へ

の一助となる可能性が推察される.
また自治会ではなく,福祉関係や教育関係などの地域

活動の方が地域愛着との関連性が高い為,新しい居住者

等には自治会への参加を促すだけに留めないほうがよい

と見られる.彼らにはその他の地域活動に参画するため

のパスや,あるいは自ら立ち上げるためのサポートを提

供していく方がより地域愛着を醸成させるのではないか.
５－３．今後の研究課題

本稿は,遠郊外の戸建住宅地を対象とした研究に留ま

る.その為,今後は立地や開発年度,そして地域施設の充実

度などの条件が異なるタイプの住宅地を分析する必要が

ある.その際,①地域内での外食や購買施設の種類による

地域愛着への影響力の考察,②各活動の具体的な内容や

頻度,組織体系などを含めた調査の 2 点が求められる.
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注釈

1. それぞれのアンケート概要を以下にまとめる.なお両アンケートは

別の研究目的に応じてそれぞれ実施されたものである為,本稿では,
仮説を検証しうる共通の設問を抽出・調整し,分析に用いる.

ささつつきき野野 緑緑がが丘丘

配配布布日日 2017.11.27 2017.8.28
配配布布 // //回回収収方方法法 ポスティング / 郵送 ポスティング / 郵送

回回答答数数 ((回回収収率率)) 638世帯(34.2％) 1120世帯 (35.4%)
*同居人回答もあり、

有効回答数: 1929
2. 本来であれば壮年世代をさらに細分化すべきかもしれないが,世代

ごとに得られているサンプル数の兼ね合いから３分割とした.
3. Support 値(支持度)とは,対象とするサンプル全体において当該ルー

ルを選択する確率を表す(数式①).Confidence 値(確信度)は,当該ル

ールにおける左辺の項目を選択したサンプルの中で,右辺も同ルー

ルと同じ項目を選択する割合を示す(数式②).なお Lift 値は,
Support 値と Confidence 値を用いて数式③のように算出する.

① 𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆(𝐴𝐴 ⇒ 𝐵𝐵) = 𝑛𝑛(𝐴𝐴∩𝐵𝐵)
𝑛𝑛(𝛺𝛺)

② 𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶(𝐴𝐴 ⇒ 𝐵𝐵) = 𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆(𝐴𝐴⇒𝐵𝐵)
𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆(𝐴𝐴)

③ 𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿(𝐴𝐴 ⇒ 𝐵𝐵) = 𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶(𝐴𝐴⇒𝐵𝐵)
𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆(𝐵𝐵)

4. ルールを抽出する際には,下表の通りに共通の閾値を設ける.
Support値
(支持度)

0.02以上 回答者全体の 50 人に 1 人以上

が該当

Confidence値
(確信度)

0.5以上 左辺の項目を選択する人の半

数以上が右辺を選択

Lift値 1.0以上 左辺が右辺に影響力があると

される最低値

rhs (右辺) 愛着
(Positive
or Negative)

Positive か Negative に関係なく

愛着に影響があるルールのみ

を抽出する

lhs (左辺) 特になし

5. なお抽出されたルールの中には,3つ以上の地域活動の組み合わせ

も存在する.また特に高齢者層では,数多くのルールが確認された.し
かしながら,参画する地域活動が多いほど愛着が高いわけではない.
抽出されたルールの中でも Lift 値上位のルールには,2つの組み合

わせから成るものが多く,また愛着度を順位尺度において参加活動

数との相関係数をそれぞれの地域で算出しても,全てのグループに

おいて 2.0未満と無相関であった(下表参照).
壮壮年年世世代代 ププレレリリタタイイアア層層 高高齢齢者者層層

ささつつきき野野 0.097 0.165 0.173
緑緑がが丘丘 0.138 0.194 0.187
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おいて横浜市は、市営住宅を中心とした大規模団地を開

発した。さらに、隣接する霧が丘や若葉台といった地区

において大規模団地の開発が進み、十日市場駅を中心と

した駅勢圏域が形成されている(図１)。 

 

図 1 十日市場駅勢圏域 

2-1.十日市場町とヒルタウン 
 十日市場町の人口は 15,467 人、世帯数は 7,831 世帯
となっている 3)。内、横浜市営住宅(2334戸)と UR 住宅

(549戸)からなる十日市場ヒルタウンは、昭和 34 年から

同 39 年にかけて開発された後、平成 3 年からの全面建

て替えを経て現在に至っており、賃貸住宅を中心とした

大規模団地である。このヒルタウンにおいては、高齢化

率が 40.5%4)となっており、十日市場町全体の高齢化率

26.6%に比べると局所的に高い状況にある。 
2-2.霧が丘 

霧が丘の人口は、11,680 人、世帯数は、5,053世帯と

なっている 5)。昭和 56 年から開発が始まり、集合住宅か

らなる霧が丘グリーンタウンと戸建て住宅が建設された。 
 

当該地区は「あかみち」と呼ばれる歩行者専用道路が各

街区と公園や小学校といった施設をつなぐ、クラスター

状の配置計画となっている。高齢化率は丁目別に異なる

が、集合住宅を有する 4丁目(36.9%)、5丁目(32.0%)、6
丁目(35.6%)において高い傾向にある。 
2-3.若葉台 

若葉台は、約 6,300戸の大規模団地を含む一帯であり、

人口は 13,596 人、世帯数は 6,715世帯となっている 6)。

高齢化率は、52.5%と他地区に比べ高いものの、要介護

認定率が全国平均より低いことで注目されている(2)。昭

和 48 年より造成が行われ、同 54 年から入居が始まった

団地である。近隣住区理論に基づいた施設配置計画とな

っており、歩車分離が徹底されている。また、自然地形

や植生を配慮した開発がなされたことから、高層棟の集

合住宅を中心とした構成となっている。 
 

３．実践的取組みの実施 
3-1.概要 

 2016年から2020年にかけて、３地区ごとに下記1)~4)
の取組みを実施した。その概要を表１に示す。このうち、

住民意識アンケート調査に関しては 4章にて述べる。 
１)たからもの探しワークショップの開催とたからもの

マップの制作 
２)思い出のある場所に関するヒアリング調査と思い出

カードの制作 
３)愛着のある場所と住民意識に関するアンケート調査 
４)市民記者養成講座及び聞き書きプロジェクト及び取

組み成果の冊子化 
 

 

十十日日市市場場町町 霧霧がが丘丘 若若葉葉台台

たたかかららもものの探探ししワワーーククシショョッッププ たたかかららもものの探探ししワワーーククシショョッッププ たたかかららもものの探探ししワワーーククシショョッッププ

第第１１回回：：22001166年年1111月月2266日日

・十日市場の魅力・キーワードの抽出

・地図上へのプロット,カテゴリー分け

・キャッチフレーズの検討

第第２２回回：：22001166年年1122月月1100日日

・まち歩きの実施，個人のたからものマップ作成

第第３３回回：：22001177年年11月月2211日日

・たからものマップ試案の発表と再検討

・十日市場を表すキャッチフレーズ案の投票

第第１１回回：：22001177年年1111月月2255日日

・まち歩きの実施

・霧が丘の魅力を地図上へプロット

・カテゴリー分け

第第２２回回：：22001177年年11月月2211日日

・たからものマップの試案の発表と再検討

・霧が丘を表すキャッチフレーズの検討

第第１１回回：：22001188年年1111月月1199日日

・まち歩きの実施

・若葉台の魅力を地図上へプロット

・カテゴリー分け

第第２２回回：：22001188年年1122月月11日日

・たからものマップの試案の発表と再検討

・若葉台を表すキャッチフレーズの検討

思思いい出出ののああるる場場所所ヒヒアアリリンンググ調調査査 思思いい出出ののああるる場場所所ヒヒアアリリンンググ調調査査 思思いい出出ののああるる場場所所ヒヒアアリリンンググ調調査査

実施期間：2017年5月〜9月

実施場所：地域住民の自主的なイベント，高齢者交流サロン等

収集件数：37件

実施期間：2018年7月,8月

実施場所：地域ケアプラザ，霧が丘盆踊り大会

収集件数：34件

実施期間：2019年6月〜8月

実施場所：子育て支援施設，地域コミュニティカフェ

収集件数：35件

愛愛着着ののああるる場場所所  ((住住民民意意識識アアンンケケーートト調調査査）） 愛愛着着ののああるる場場所所  ((住住民民意意識識アアンンケケーートト調調査査）） 愛愛着着ののああるる場場所所  ((住住民民意意識識アアンンケケーートト調調査査））

調査対象：20〜79歳の横浜市緑区十日市場町住民1,500名

抽出方法：無作為抽出法(住民基本台帳より系統抽出)

実施期間：2017年8月

調査手法：郵送による調査票の配布・回収

有効回答数：390(有効回収率26.1%)

調査対象：20〜79歳の横浜市緑区霧が丘住民1,000名

抽出方法：無作為抽出法(住民基本台帳より系統抽出)

実施期間：2018年8月

調査手法：郵送による調査票の配布・回収

有効回答数：354(有効回収率35.4%)

調査対象：20〜79歳の横浜市旭区若葉台住民2,000名

抽出方法：無作為抽出法(住民基本台帳より系統抽出)

実施期間：2019年7月

調査手法：郵送による調査票の配布・回収

有効回答数：873(有効回収率43.7%)

発発信信にに関関すするる取取組組みみ：：市市民民記記者者養養成成講講座座 発発信信にに関関すするる取取組組みみ：：聞聞きき書書ききププロロジジェェククトト 発発信信にに関関すするる取取組組みみ：：市市民民記記者者養養成成講講座座

説明会：2018年2月16日

講　座：2018年3月2日，3月16日

概　要：地域の魅力を発信する文章作成の講座

対　象：子育て中の方

実施日：2017年10月16日，10月31日，11月20日

発表会：2017年12月16（総合的な学習の時間)

概　要：多世代交流と文章作成の講座

対　象：聞き手：地域の児童(5年3組)+話し手：地域の方

説明会：2017年2月1日

講　座：2017年2月15，3月1日，3月15日

概　要：地域の魅力を発信する文章作成の講座

対　象：子育て中の方

表１ 取組みの概要 
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3-2. たからものマップの制作   
 地域資源の発掘を目的として、３地区ごとに「たから

もの探しワークショップ」を開催した。地域住民を交え

まち歩きを行い、特徴的な場所や景観、歴史や生活等に

ついて話を伺いながら地域資源となり得る素材を収集し

た。そして、それらを地図上にプロットし、地域資源を

テーマ毎に分類した。得られた地域資源は、建築学科学

生の目線で編集した(3)。そして、たからものマップの試

案を制作し、ワークショップにて精査したうえで、地区

の特徴を表すキャッチフレーズの検討を行った。最終的

に、郷土史家や町内会等での再確認を経て完成している。 

たからもの探しワークショップを通じて得られた地域

資源とキャッチフレーズは、表2に示した通りである。 

 十日市場では、田園地帯における農のある風景や並木

道、丘陵地における団地の特徴的な風景といった「自然」

や、地名の由来を示す歴史的事象や寺社仏閣等にみる「歴

史」などの地域資源が得られた。また、特徴的な建物や

橋、公共空間、さらには、眺望や景観構造としての「空

間」や、公共施設や地域での生活を支える店舗等にみる

「生活」といった分類にみる地域資源が得られた。 

 霧が丘においては、記念碑や市街化調整区域との境に

配置された樹木といった、開発の記憶を今に伝える「歴

史」のほか、並木道や隣接する市民の森などの自然的要

素といった地域資源が得られた。また、当該地区の計画

的特徴である歩行者専用道路(通称あかみち)と公園など

のネットワークに関する「まちの計画」のほか、大学や

コミュニティ支援施設等からなる「人と人の共生」とい

った当該地区独自の地域資源が抽出されている。 

 若葉台においては、バリエーション豊かな歩行者専用

道路とそれを支える歩車分離という計画システムに関す

る「まちの計画」や、開発とともに歩んできた「まちの

歴史」などの地域資源が得られた。 

 

以上のプロセスを経て「たからものマップ」を制作し

た。紙面は、A3 サイズ横使いで 3つ折りとし、表裏両面

フルカラーとした。表面には各地区の地図を配置し、そ

の上にアイコン及び番号で具体的な地域資源をプロット

した(図 2)。裏面は地域資源の分類ごとに写真とその内

容を解説した文章、そして、表面の地図と連動した通し

番号が付いた地域資源が一覧になっており、裏表両面が

連動する形となっている(図 3)。なお、解説文はワーク

ショップの参加者から収集した内容より構成した。 

 

図２ たからものマップ表面(十日市場編) 

 
図３ たからものマップ裏面(十日市場編) 

 

※十日市場myライス倶楽部HPより

ドングリがたくさん落ちている階段。
古民家と裏山のある、昔話のような景色
が広がる。

【まちの自然】
農を感じる
田んぼの土壌には、雨水を一時的に貯留する働きがあり、洪水を防いでくれる。横浜市内には270haの田んぼが
あり、鶴見川沿いなど臨海部が氾濫しないような役割を果たしている。そして、田んぼには多様な生物が生息し
ており、多様な生物の保護にも大きな役割を果たしている。お土産（土から生まれる）や男（田んぼの力）の漢
字も米文化から由来している。

起伏に富んだ地形のため、坂道はもちろん階段も見られる。高低差による風景のダイナミックな変化を楽しめる。

様々な街路樹のおかげで、まちは美術館のように季節ごとに彩り変わる。

④⑤絶景の桜、イチョウ、モミジの並木道

四季を感じる

②十日市場小学生の米づくり体験
小学生が田んぼを借りて農業を体験して
いる。

①田んぼ
田んぼと畑では米づくりはもちろん、
様々な野菜が栽培されている。

③十日市場myライス倶楽部
苗づくりから稲刈りまでの米づくりの
全過程を体験できるように企画してい
る。ほかにもシェア畑など体験できる
取り組みがある。

⑩一本橋めだかひろば

⑥⑦公園

川沿いまで下っていくと、水の音や緑
に囲まれ、五感で楽しめる。夏にはド
ジョウやホタルが見かけられる。

公園が多く、それぞれの距離が近い。
東公園の場合、夏祭りにはちょっとし
た屋台が並び、盆踊りもある。春はお
花見の穴場スポットとなる。

通りごとに樹種が違うため、季節の移り変わりが感じられる。
桜の並木道や公園が多く、春には花見のスポットとなる。並木は離れすぎず、近
すぎず、気持ち良い間隔にあり、秋には紅葉がとても綺麗。ロケ地などにも使わ
れているところもある。

⑧起伏に富んだ土地と階段 ⑨日本昔話風の風景

地形を感じる

新治には、階段と坂道が多い。起伏に富
んだ道を歩けば、そこでしか見れない
風景が広がる。

⑮日向山神社
「地域の守り神」として慕われている可
愛らしい神社。3つ集落の神様を合わ
せ、1955年に創建したため、ここにし
か神社がない。地元の初詣の場所になっ
ている。

⑭十日市
　中世の鎌倉道伝承がある神明下（台）付
近では、毎月十日に市が開かれていた。
「十日市場」の由来とされる。

しんめいした

【まちの歴史】
時間を感じる
郊外住宅地というニュータウンとして知られている十日市場だが、中世から毎月十日に市が開かれていた。塩、塩
干物、米、布などが売られていたと推定される。近世には十日市場村という農村として成長しており、その後、北
門村と合併し十日市場町になるなど、行政区域の変化はあったものの、地域愛は強く残っている。
現在、十日市場は５か字に分かれており、各字には商売繁盛を図るお稲荷さんが置かれている。

⑲北門古墳群・泣坂 ㉑庚申塔

⑯⑰⑱お稲荷さん

寳袋寺（宝袋寺）境内には中国より伝わ
った道教に由来する庚申信仰の石塔がみ
られる。境内から田んぼへの眺望が綺
麗。

十日市場町は北門、中村、石井根、山
谷、台、に分かれており、各地区にお
稲荷さんが祀られている。お稲荷は商
売繁盛を意味する。

⑳北門
6世紀後半-7世紀前半に築造された円
墳。人物埴輪などが発見された。
入口沿いは古来より泣坂と呼ばれ、処刑
する人たちを連れて行ったことが由来。

北門の方々は郷土愛が強く、「お住まい
は十日市場ですか」と聞くと、「いい
え、北門です」と答えるほど。

ぼっかど

※相澤雅雄氏（2016）講義資料を参照

【まちの公共空間】
飾らないまちなみを感じる
十日市場町のまちなみは、なだらかな尾根道を中心とした地形に沿って形成されている。
恩田川沿いに広がる田んぼからはのどかな農風景を見せてくれる。高低差の変化が大きいなところやカーブのあ
るところでは、公園や街路樹が設けられており、緑に囲まれたような錯覚を起こしてくれる。

㉔段々のまちなみ
高さの異なる基壇が2箇所以上重なると
ころがあり、だんだん畑のように地面
が重なって見える。

尾根に沿った緩い傾斜面には同じ高さの
プロムナードが広がり、ビスタ景観の
ストリートビューを生み出している。

駅舎から北口広場の風景はフレームの中
に描かれた絵のように見える。

㉓借景㉒ビスタ

急な坂道や階段から広がる風景。急な階段を登り切った時、ふっと後ろを振り向くと気持ちよい風景が広がる。
㉕㉖㉗フカンとアオリ

緩やかなカーブが重なる部分に目がとまる。
㉚㉛カーブの道なり㉙囲まれ感

谷戸にある畑は丘に囲まれた感覚を生じ
させる。

なだらかな傾斜地の公園は自然に囲まれているような錯覚を生み出す。
㉘パノラマスポット

橋など富士山を見渡せるポイントが多い。静岡出身で毎日のように富士山が見えて
いた地元の方でも、富士山がよく見える十日市場での生活は別格だそう。

⑫⑬富士山の見えるポイント

�太鼓橋 �カエルの神

�横浜線の車両
車両がかっこよく見えるポイント（撮
り鉄には良い）

�駅前広場とシンボルツリー
車を気にせずゆったり歩ける広い憩い
の場。シンボルツリーもあり、駅舎か
らの借景が綺麗。

太鼓にみえることから、太鼓橋とい
う。登り切ったところのベンチはみん
なの憩いの場。

通学路にあるカエルの銅像（無事帰
る）。

十日市場小学校の壁には、「慎吾ママ」
の作品が飾られている。

�慎吾ママの作品
ヒルタウンの休憩椅子には、詩やあみ
だくじなど子供が興味を引くような内
容が書かれている。

�ヒルタウンの休憩椅子

魅力的な都市空間を感じる

�十日市場小学校
教室の仕切りのないオープンスクー
ル。湯澤正信氏が設計。スロープな
ど、建築的にも高い評価を得ている。

都市空間は、周辺の自然や地形を意識しつくられたところがいつくも見られる。その中でも、ポイントとしてま
ちを楽しめる要素があり、アースカラーの舗装、囲まれ感の中で誰でも座れるベンチなどがあげられる。また、
目にとまる建築ポイントが多く、子供とのまち歩きの際の楽しみになる。

�脱温暖化モデル住宅 34アースカラーの舗装
十日市場らしくアースカラーをつかっ
た舗装や外壁が多い。

地区センターの非常サイレンからは夕方
6時なるとメロディが鳴る。

�まちのメロディ

向き合っているリビングの高さの違い
により、プライバシーを守りながらお
互いの気配を感じさせる。 ビール醸造所

ビール醸造所とその地ビールが飲める
客席がオープンした。

【まちの生活】
まちを楽しむ
まちには多くの隠家のようなたまり場があり、イベントが開催されている。いっしょに探してみませんか。

　　　　　　　　　夏は東公園や日向山公園でのお祭り、冬は幼稚園児達が作成し
たランプをオリーブの谷に飾るイルミネーション、正月は新治で餅つきが行われ
る。他に新治市民の森などへのハイキング、農家さんによるマルシェ等がある。

�子育て支援拠点「いっぽ」
子供ができた時、とてもお世話にな
る、ママにとっての居場所。

�十日市場地区センター
1階には体育館や間食ができる場所があ
り、小学生以上の子供たちの居場所。

�まちのベーカリー

  まちのイベント

まちのパン屋。大きいアンパンマンの
パンが目にとまる。

�地元行きつけの飲み屋
から揚げやラーメンが安くておいしい
酒屋。古くからのまちのたまり場。

�野菜の直販売店
地元住民がよく利用するおいしい野菜の
直販売店。

 �インパクトのある中華料理屋
十日市場で採れた野菜を多くつかってい
る中華料理屋。

�パパの居場所
パパたちの居場所。環状4号線沿い付近
にある赤ちょうちん。

�雑貨屋
地域の主婦たちによって月数回、開かれ
ている。手作りの小物が置かれる。

  シニア行きつけの珈琲店
地元のシニアの憩いの場。毎日のように
集まり元気の素についてお喋りする。

※十日市場myライス倶楽部HPより※十日市場myライス倶楽部HPより

⑪空と大地
田んぼ沿いでは田園風景が広がる。
地形にほどよく馴染んており、空との
まちなみを近づけてくれる。

表２ ３地区ごとの地域資源 

 

図２ たからものマップ表面(十日市場編)          図３ たからものマップ裏面(十日市場編) 

自然

aa..農農をを感感じじるる：田んぼ,十日市場小学校の米作り体験，十日市場my

ライス倶楽部

bb..四四季季をを感感じじるる：絶景の桜・イチョウ・モミジの並木道,公園

cc..地地形形をを感感じじるる：起伏に富んだ土地と会談，日本昔話風の風景，一

本橋めだかひろば

まちの

歴史

くわの木, 旧鎌倉道，大弁財功徳天社・開発記念石，霧が丘

センター，三角点

まちの

計画

ふかん，あおり，歩車分離，横浜わかば学園，高低差，豊かな

山道，くねくね道，木のカーテン，歩行者と自転車の分離，木

のトンネル，季節で変化する道

歴史
dd..時時間間をを感感じじるる：十日市，お稲荷さん，日向山神社，北門古墳群，

北角，庚申塔

自然と

人の共

生

新治市民の森,桜の並木道，モジバフウ,ケヤキの並木,パン

ジー,ナンキンハゼ,鎌倉道のヒノキとスギ,三保市民の森

まちの

発見

天使の湖，あひるのおはか，木の顔，側溝の蓋，名前の刻まれ

たタイル，若葉台の境界線，一丁目の花壇，ウワミズザクラ，

タマノカンアオイ

空間

ee..魅魅力力的的なな都都市市空空間間をを感感じじるる：十日市場小学校,ミナガーデン,アー

スカラーの舗装,富士山の見えるポイント,まちのメロディ,昼タウ

ンの休憩椅子,横浜線の車両,カーブの道なり

ff..飾飾ららなないいままちちななみみをを感感じじるる：空と大地，ビスタ，借景，段々のま

ちなみ，フカンとアオリ，パノラマスポット，囲い

人と人

の共生

こどもログハウス，地域ケアプラザ霧の里，カフェベーカ

リーぷかぷか，多世代交流サロンあかしあ，Kurosawa Film 

Studio，横浜あすか幼稚園，横浜マドカ幼稚園，横浜創英大

学，東洋英和女学院大学

まちの

歴史

真鶴石，帷子川の源流，小川アメニティ(親水公園)，茶堂，杉

の境界並木，サインキャラクター ピコちゃん

まちの

計画

歩行者専用道路あかみち，霧が丘公園，高低差と植栽計画，

団地の日射計画，歩車分離

視点場 富士山が見えるスポット，フカン風景，カーブの連なり

生活

⼗⽇市場の地域資源
キャッチフレーズ：都会と⽥舎の良いとこどり キャッチフレーズ：あかみちが繋ぐみんなのまち キャッチフレーズ：緑が歩みを守るまち

ふれあい広場，まちづくりセンター，Wakabadai village of 

sports&culture，子育て支援・多世代交流の施設活動，若葉台

プレイパーク，森の中のアスレチック，テニスコート，ジャブ

ジャブ池，自治会活動，日常風景

まちの

暮らし

霧が丘の地域資源 若葉台の地域資源

gg..ままちちをを楽楽ししむむ：子育て支援拠点「いっぽ」，十日市場地区セン

ター，地元行きつけの飲み屋，雑貨屋，野菜の直販売店，インパク

トのある中華料理屋，まちのベーカリー，パパの居場所，シニア行

きつけの喫茶店，ビール醸造所，まちのイベント
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3-3.思い出カードの制作 

 ３地区ごとに、子育て支援施設や高齢者サロン等の会

場にて「思い出のある場所」についてヒアリング調査を

実施し、場所とそこにまつわる思い出をインタビュー形

式で収集した。個人の思い出にまつわるエピソードと、

それが刻まれている場所に着目することで、たからもの

マップにて抽出された地域共通の魅力だけではなく、個

人が地域への愛着を育む場としての地域資源の発掘を目

指した。 

３つの地区に共通した傾向としては、オープンスペー

スにおける様々な体験が、思い出として多く語られてい

る点にある。代表的な例を表３に示す。 

十日市場では、十日市場駅前広場や公園などのオープ

ンスペースにおける思い出や、団地内におけるコミュニ

ティの繋がりを感じられるような機会に関する思い出が

語られた。さらには、当該地区に広がる田園風景とそれ

にまつわる思い出が語られた点も特徴といえる。 

霧が丘では、歩行者専用道路であり、団地内の主要な

動線である「あかみち」や、地区内の様々な公園におけ

る思い出が語られ、日常的に繰り返される出来事や風景

が想起されている点が特徴といえる。 

若葉台では、地区内にある大小様々な公園をはじめと

して、まちの中心に位置する「ふれあい広場」やそこに

続く親水空間である「じゃぶじゃぶ池」における思い出

が語られ、住民同士の交流の機会の場となっている点が

特徴といえる。 

以上のヒアリング調査を経て、これらを可視化し発信

する媒体として「思い出カード」を作成した(図４)。サ

イズは、ポストカードサイズ縦使いとし、裏表両面フル

カラーとしている。表面は、思い出のある場所を表す写

真とタイトルで構成し、裏面は思い出の場所におけるエ

ピソードを掲載している。 

3-4.発信に関する取組み 

地域資源を発信する取組みとして、十日市場と若葉台

にて「市民記者養成講座」を実施した。子育て中の方を

対象に、地域魅力を伝える文章を作成することを目的と

して、全３回にわたって講師による添削指導を行った。

受講生は最終的に、地域の魅力に関する文章を書き上げ

ている。 

霧が丘では、地区内にある横浜市立の小中一貫校の協

力を得て、5年生の授業の一環として「聞き書きプロジ

ェクト」を実施した。ここでは、地域に住む高齢者から

昔の話を伺うことで多世代交流を図るとともに、それを 

表３ 思い出のある場所とエピソードの例 

 

図４ 思い出カード両面(十日市場編) 

経て児童が好きなテーマを設定し、文章を制作した。な

お、これらの文章も講師による添削指導を行った。 

 以上の活動を経て、十日市場と若葉台では、講座修了

生の有志らによって、地域魅力を発信する団体が立ち上

がり、情報発信のウェブサイトが運営されている(4)。 

 さらに筆者らは、たからものマップや思い出カード、

文章講座といった一連の実践的取組みについてまとめた

冊子を地区ごとに作成した。そして、各地域で行われて

いるイベント等で配布することで、発掘された様々な地

域資源を活動成果として地域に還元している(5)。 

 

４． アンケート調査と愛着のある場所に関する考察 
4-1.調査概要 

３地区で無作為に抽出した住民を対象に、アンケート

調査を実施した。調査では、前述のたからものマップを

同封したうえで、「愛着のある場所」として 25 ヶ所程

度の選択肢からの複数選択および自由記述で回答を得

た。調査は、神奈川大学人間科学部専攻科目「社会調査

法(含む実習)AⅠ・Ⅱ」にて、調査項目の検討、対象者

の抽出等を行ったため、各地区で調査項目や対象者数は

異なる。ただし、表４に示す質問項目は共通であり、本

稿ではこのうち「定住意向」を取り上げ、分析を行っ

た。なお、各地区の回答者の居住年数等の特性は表５に

示す通りで、地区により大きく異なっている。 

十日市場町における思い出の場所とエピソード

場所：十日市場駅前広場

エピソード：四季の変化を楽しめるまち。駅前のハナミズキの木が三六五日の変

化があり、出勤のときに変化を見るのが楽しい。マルシェの時はいつもより活気

があった。

霧が丘における思い出の場所とエピソード

場所：萱場公園

エピソード：学校帰りに行く萱場公園。幼稚園の頃から仲のいい友達と外で遊ん

でいました。学校でバスケットボールのチームに入っていて、休みの日はよく公

園で友達と練習しています。

若葉台における思い出の場所とエピソード

場所：じゃぶじゃぶ池

子供が生まれてから思い出になった場所。子供同士で遊ぶだけでなく、ママ友の

交流の場となった。
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表４ 住民意識調査アンケート項目 

 
表５ 回答者の住居形態と居住年数 

 
4-2.愛着のある場所 

愛着のある場所の回答をもとに３地区の比較を行った。

まず、調査票で示した選択肢を、街路や公園、史跡など

のオープンスペース型の場所(以下、オープン型)と、地域
施設、学校・幼稚園・保育園などの公共施設(以下、施設
型)の２つに分けた。これらの選択肢数は、表６上部に示
す通りである(6)。ここでは傾向を把握するため、回答数

が上位の選択肢を、「回答者の 50％以上が選択した場所」、
「20％以上 50％未満が回答した場所」、「10％以上 20％
未満が回答した場所」の３つに分け、それぞれオープン

型と施設型の２つのタイプ別で整理した(表６)。 
表６ ３地区における愛着のある場所の回答傾向と比較 

 

この結果、いずれの地区でも 50％以上の回答を得た場
所には「桜並木」が挙げられている。また、20％以上 50％
未満の回答を得た場所にはオープン型が多く挙げられた

一方で、十日市場では施設型も複数挙げられている。 
これに対して、回答者の 10％以上 20％未満が回答し
た場所は地区によって違いがみられた。十日市場はオー

プン型が多く、施設型は小学校と中学校の 2ヶ所のみで

あった。一方で、霧が丘ではオープン型は 1ヶ所のみで、
施設型が 4ヶ所挙げられた。さらに、若葉台はオープン
型と施設型のそれぞれが 4ヶ所ずつ挙げられた。 
このように、いずれの地区も、街路や公園などのオー

プン型の場所が愛着のある場所として広く住民に選ばれ

ているが、霧が丘ではそうしたオープン型の場所が限定

的であった。十日市場や若葉台ではオープン型の場所が

多様に存在する一方で、面積の小さい霧が丘ではそうし

た場所が限られているためと考えられる。また、十日市

場では、施設型とオープン型が同じように愛着のある場

所として選ばれていた。これは、十日市場駅とこれに近

接して公共施設が立地するという、十日市場地区の特性

を反映しているといえる。 
4-3.住民意識と地域への愛着 

愛着のある場所を持つことは、自らが住まうまちへの

愛着を高め、住み続けたいという意識を高める一因にな

ると考えられる。そこで、愛着のある場所の数と定住意

向との関係について分析を行った。まず、愛着のある場

所の回答数を「無回答（0 ヶ所）」、「１ヶ所のみ」、「２~
３ヶ所」、「４～５ヶ所」、「６ヶ所以上」の５つに分類し、

地区別に集計した。 
この結果、各地区とも「２～３ヶ所」の回答者が約３

分の１を占め、次いで「４~５ヶ所」や「６ヶ所以上」が
それぞれ回答者の２割前後を占めた。一方、各地区にお

ける定住意向の回答を「あり」と「なし」に分類したが、

いずれの地区でも「あり」が 8割を超えていた(表７)。 
表７ 愛着のある場所の回答数と定住意向の単純集計 

 
これらをもとに、愛着のある場所の回答数と定住意向

について、地区別にクロス集計を行った(表８)。カイ 2乗
検定を行ったところ、いずれの地区においても統計的に

有意な関連が確認された。また、関連の強さを示すクラ

メールのVは、十日市場で最も強い関連がみられた（表
９）。さらに、残差分析の結果では、各地区とも定住意向

が「あり」の群は、回答数で「無回答」が少なく、十日

市場や若葉台では「あり」の群は、回答数で「1ヶ所」も
少なく、回答数で「６ヶ所以上」が多いという有意な偏

りがみられた(表８)。 

住民意識調査 　アンケート項目

共通質問事項

○回答者属性(性別・年齢・職業・子ども・世帯構成・住居形態)

○「愛着のある場所」について

・問１．居住年数

・問２．転出元・転入契機・転入先選択理由について(十日市場・霧が丘のみ）

・問３．定住意向・転居理由について（若葉台では問2として設問)

（％）

住居形態 持家(⼾建) 持家(集合) 賃貸(集合) その他 無回答

21.3 25.1 48.5 2.9 2.3

居住年数 20年以上 10〜19年 5〜9年 5年未満 無回答

32.6 31.8 14.1 21.5 0.0

住居形態 持家(⼾建) 持家(集合) 賃貸(集合) その他 無回答

38.7 37.6 22.6 1.1 0.0

居住年数 20年以上 10〜19年 5〜9年 5年未満 無回答

59.6 21.2 9.3 9.9 0.0

住居形態 持家(⼾建) 持家(集合) 賃貸(集合) その他 無回答

0.0 87.6 9.5 2.4 0.5

居住年数 20年以上 10〜19年 5〜9年 5年未満 無回答

74.7 12.9 6.2 5.8 0.3

⼗⽇市場（n=390)

霧が丘（n=354）

若葉台（n=873）

分類 オープン 施設 オープン 施設 オープン 施設

選択肢数 12 10 9 16 10 16

桜並木 公園 桜並木

桜並木

田んぼ・田園風景 十日市場 あかみち
自転車と分離され

た歩道
地区センター

公園 緑図書館 新治市民の森 イチョウ並木

新治市民の森 地区センター 三保市民の森 公園

グラウンド

プロムナード (駅から

太鼓橋までの通り)
十日市場小学校

富士山の見える

ポイント
霧が丘学園

帷子川水源,小川

アメニティ
若葉台小学校

十日市場駅前広場 十日市場中学校 きりっ子ランド ふれあい広場
横浜温泉チャレ

ンジャー

イチョウ並木 霧が丘商店会 じゃぶ池 若葉台中学校

日向山神社 あすか幼稚園 杉並木
若葉台スポーツ

文化クラブ

十日市場 霧が丘 若葉台

回答率

10％以上

20％未満

回答率

20% 以上

50％未満

回答率

50% 以上

無回答 36 9.2% 18 5.1% 51 5.8%

１ヶ所のみ 66 16.9% 58 16.4% 135 15.5%

2~ 3ヶ所 127 32.6% 113 31.9% 276 31.6%

4~ 5ヶ所 87 22.3% 90 25.4% 209 23.9%

6ヶ所以上 74 19.0% 75 21.2% 202 23.1%

合計 390 100.0% 354 100.0% 873 100.0%

はい（あり） 316 81.4% 303 86.6% 779 90.8%

いいえ（なし） 72 18.6% 47 13.4% 79 9.2%

合計 388 100.0% 350 100.0% 858 100.0%

愛着のある場所

の回答数

＊十日市場と霧が丘は「はい」「いいえ」の2区分、若葉台は「はい:[住み続けたい][どちらかといえば住み続

けたい]の合計」「いいえ:[どちらかといえば住み続けたくない][住み続けたくたない]の合計」にカテゴリ化

これからも住み

続けたいですか

（定住意向）

十日市場 霧が丘 若葉台
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表８ 愛着のある場所の回答数と定住意向のクロス表 

 
表９ クロス表分析の結果 

 
以上の分析から、愛着のある場所が多くあると定住意

向も強く、愛着のある場所が少ないと定住意向も弱いと

いう関連がみられ、愛着のある場所が複数あることが定

住意向を高める一因になっていると考えられる。 
 
５．まとめ 

  横浜市の十日市場駅勢圏域において実施した当該取組

みでは、たからものマップの制作を通じて、地域資源を

発掘し可視化することができた。また、個人が地域と結

びつく瞬間としての思い出に着目し、その場所とエピソ

ードを把握した。さらには、発信に関する取組みを経て、

地域魅力を発信するグループが形成され、地域に活動が

引き継がれた。このほか、地元の小学校の総合的な学習

の時間において本取組みが取り挙げられるに至っている。 
このように、地域資源を広く捉え発掘発信する取組み

は、潜在的な地域魅力に気づきをもたらすとともに、新

たな人的繋がりを創出するなど、地域住民自らが能動的

に地域を知る活動に繋がっていることから、地域への愛

着を育む手法として有用であったと考えられる。 
また、アンケート調査の結果から、愛着のある場所が

複数存在すると定住意識が強い傾向が確認できた。この

ことから、地域資源を発掘発信する取組みを通じて、地

域への愛着が育まれることで、定住意識が高まり、人口

減少が進む郊外住宅地において、持続可能性の獲得につ

ながる可能性があるといえる。 

一方で、本取組みは共時的であり、愛着の醸成と定住

意識の高まりに関しては継続的な検証を要する。また、

地域資源と各地区の空間的特徴との関係に関する考察は

今後の研究課題としたい。 
 

[注釈] 

(1) 協定では、1.地域への愛着を育む取組に関する事項、2.交流・活

動・居場所づくりに関する事項、3.地域の魅力の発信に関する事項

について連携することとなっている。なお、筆者らは横浜市(建築局

市住宅部住宅再生課)との協定締結前の 2016 年より協働して活動し

ており、以下 4 編にてこれまでの取組みを報告している。 
[1]佐藤滉子，山家京子，鄭一止：横浜市・郊外住宅地における地域資

源の抽出及び発信の取組-その 1．「十日市場たからものマップ」の

作成, 日本建築学会大会学術講演梗概集， pp.951-952，2017 
[2]佐藤滉子，山家京子，上野正也：横浜市・郊外住宅地における地域

資源の抽出及び発信の取組-その 2．愛着と思い出のある場所-，日

本建築学会大会学術講演梗概集，pp.1079-1080，2018 
[3]永盛栞，山家京子，上野正也：横浜市・郊外住宅地における地域資

源の抽出及び発信の取組-その 3．愛着と思い出のある場所(霧ヶ丘)-， 
日本建築学会大会学術講演梗概集，pp.361-362，2019 

[4]佐藤季也，鈴木杏奈，永盛栞，山家京子，上野正也：横浜市・郊外

住宅地における地域資源の抽出及び発信の取組-その 4．愛着と思

い出のある場所(若葉台)-, 日本建築学会大会学術講演梗概集，

pp.489-490，2020 
(2) 横浜若葉台団地を管理する神奈川県住宅供給公社によると、平成 29

年時点で要介護認定率 11.6%であり、全国や旭区全体に比べ約 2/3 程

度であったとされている。 
(3) 3 地区で最初に実施した十日市場のワークショップにて設定したテ

ーマ、「自然・歴史・空間・生活」には客観性があり、これを踏襲

した。ただし、参加住民の意見と参加意識の醸成、ワークショップ

でのライブ感を大事に考え、テーマや編集については、学生と参加

住民により結果的にアレンジしたものとなった。 
(4) 十日市場では地域情報ウェブマガジン「テンイーズネット (ten e’s 

net)」が立ち上がり、８名の子育てママライターが活動している。現

在は、一般社団法人グリーンバトン倶楽部(エリアマネジメント組織)
のウェブサイトにて情報を発信している。一方、若葉台では子育て家

族を応援するウェブマガジンとして「若葉だい家族」が立ち上がり 14
名の子育てママライターが情報発信に取り組んでいる。 

(5) 例えば、十日市場町の 20、21街区の開発に伴って開催されたまち開

きイベントにて、報告書とたからものマップの配布、及び、思い出カ

ードを展示した。また、当日は、配布や展示のみならず、当該取組み

について来場者に口頭で説明を行った。 
(6) 公園について、若葉台では１つの選択肢だが、十日市場と霧が丘で

は 3 ヶ所の公園名を選択肢で質問しているため、これらの地区では

いずれかの公園名を回答した回答者全てを「公園」の回答者とした。 
 

[参考文献] 
1) 崔熙元, 大原一興，藤岡泰寛：地域資源としての高齢者居住施設に対

する意識構造と立地環境との関連性に関する研究(その１) 施設に対

する意識と地域愛着の関係に着目して，日本建築学会計画系論文集，

Vol.80,No.711，pp1037-1045,2015 
2) 鈴木春菜, 藤井聡：「地域風土」への移動途上接触が「地域愛着」に

及ぼす影響に関する研究, 土木学会論文集 D, Vol64,No.2, pp.179-

189, 2008 
3) 横浜市統計情報ポータル: 町丁別の人口及び町丁別の年齢別人口，令

和 3 年 3月時点資料 
4) 横浜市：横浜市緑区十日市場周辺地域における持続可能な住宅地推

進プロジェクト 22 街区事業者公募要項 データ集「事業対象地周辺

の概要」，2019 
5) 6) 3)に同じ 

定住意向 無回答 1ヶ所のみ ２~３ヶ所 ４~５ヶ所 6ヶ所以上

十日市場 あり ｎ 24 42 105 76 69

(n= 388) (n= 316) ％ 7.59 13.29 33.23 24.05 21.84

a -2.39 -4.08 0.66 1.87 2.90

なし ｎ 12 24 21 10 5

(n= 72) ％ 16.67 33.33 29.17 13.89 6.94

a 2.39 4.08 -0.66 -1.87 -2.90

全体 ｎ 36 66 126 86 74

霧が丘 あり ｎ 12 46 98 79 68

(n= 350) (n= 303) ％ 3.96 15.18 32.34 26.07 22.44

a -2.54 -1.42 0.35 0.39 1.85

なし ｎ 6 11 14 11 5

(n= 47) ％ 12.77 23.40 29.79 23.40 10.64

a 2.54 1.42 -0.35 -0.39 -1.85

全体 ｎ 18 57 112 90 73

若葉台 あり ｎ 38 112 247 192 190

(n= 858) (n= 779) ％ 4.88 14.38 31.71 24.65 24.39

a -3.73 -2.86 0.24 1.63 2.61

なし ｎ 12.00 21.00 24.00 13.00 9.00

(n= 79) ％ 15.19 26.58 30.38 16.46 11.39

a 3.73 2.86 -0.24 -1.63 -2.61

全体 n 50 133 271 205 199

※a：調整済み残差：±1.96以上(p< 0.05）のセルが有意な関連をもたらしていることを示す

V V V

28.90 ** 0.27 10.74 * 0.18 27.26 ** 0.18

**p< 0.01，*p< 0.05 V :クラメールのV

十日市場 霧が丘 若葉台

定住意向
カイ2乗値 カイ2乗値 カイ2乗値
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